
〒112-0012　東京都文京区大塚４丁目10-７
☎（03）5978-3580 FAX（03）5978-3588 郵便振替 東京00140-6-160259
URL https://www.jichiroren.jp  mail jichiroren@jichiroren.jp

日本自治体労働組合総連合
発行人／桜井 眞吾　編集者／「自治体の仲間」編集委員会

2021.8.10／有料機関紙１部20円／（昭和59年11月５日第３種郵便物認可）2021年
号　外

本紙の購読料は組合費に含まれています。

2021年人事院勧告の内容

　

８
月
10
日
、
人
事
院
が
国

会
と
内
閣
に
対
し
て
２
年
連

続
で
国
家
公
務
員
の
一
時
金

（
期
末
手
当
）
削
減
勧
告
を

行
っ
た
こ
と
に
対
し
、
自
治

労
連
は
満
身
の
怒
り
を
込
め

て
抗
議
す
る
。

　

自
治
体
労
働
者
は
、
コ
ロ

ナ
対
応
で
の
奮
闘
に
ふ
さ
わ

し
い
賃
上
げ
を
求
め
て
い

る
。
マ
イ
ナ
ス
勧
告
は
職
員

の
誇
り
を
踏
み
に
じ
る
も
の

で
あ
る
。

強
い
要
求
で
あ
る
有
給
の
病

気
休
暇
を
制
度
化
し
な
か
っ

た
。
ま
た
、
雇
用
の
安
定
に

つ
い
て
も
言
及
し
な
か
っ
た

こ
と
は
、
現
場
の
切
実
な
声

に
背
を
向
け
る
も
の
で
あ

る
。必

要
な
人
員
確
保
と

処
遇
改
善
を
求
め
る

　

自
治
労
連
は
、
疲
弊
す
る

地
域
経
済
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
マ
イ
ナ
ス
勧
告
は
実
施
し

な
い
よ
う
政
府
に
強
く
求
め

る
。
自
治
体
に
は
、
国
勧
告

に
左
右
さ
れ
ず
、
コ
ロ
ナ
危

機
の
下
で
奮
闘
す
る
公
務
労

働
者
に
報
い
る
賃
上
げ
を
行

う
よ
う
強
く
求
め
る
。

　

自
治
体
職
場
で
は
、
コ
ロ

ナ
危
機
の
も
と
で
「
救
え
る

い
の
ち
が
救
え
な
い
」「
死

ぬ
か
仕
事
を
辞
め
る
か
」
な

ど
現
場
か
ら
悲
痛
な
声
が
あ

が
っ
て
い
る
。
自
治
労
連

は
、
公
衆
衛
生
・
医
療
な
ど

懸
命
に
奮
闘
を
続
け
て
い
る

水
準
を
連
続
的
な
も
の
に
な

る
よ
う
」
と
し
て
い
る
が
、

こ
れ
が
60
歳
前
後
の
賃
金
削

減
を
ね
ら
っ
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
。

　

「
職
員
の
給
与
に
関
す
る

報
告
」
の
中
で
、
国
家
公
務

員
法
第
３
条
に
関
す
る
記
述

が
な
く
な
っ
た
。
人
事
院
の

基
本
的
役
割
か
ら
「
職
員
の

利
益
の
保
護
」
を
外
す
意
図

が
あ
る
と
思
わ
ざ
る
を
得
な

い
。育

児
・
介
護
休
業
、

両
立
支
援
で
一
部
改
善

　

育
児
休
業
の
拡
充
に
関
す

る
意
見
の
申
し
出
の
ほ
か
、

不
妊
治
療
休
暇
の
制
度
創

設
、
非
常
勤
職
員
の
休
暇
制

度
改
善
に
つ
い
て
言
及
し
て

い
る
。

　

と
く
に
不
妊
治
療
休
暇

は
、
地
方
組
織
・
単
組
が
職

場
要
求
に
も
と
づ
き
当
局
と

交
渉
し
、
自
治
体
で
実
現
し

て
き
た
制
度
で
あ
る
。
私
た

ち
の
運
動
が
国
の
制
度
創
設

に
つ
な
が
っ
た
こ
と
に
確
信

を
持
と
う
。

　

し
か
し
、
非
常
勤
職
員
の

月
削
減
と
な
る
。

　

人
事
院
総
裁
は
談
話
で

「
厳
し
い
環
境
の
下
、
困
難

な
業
務
に
対
し
て
誇
り
を
も

っ
て
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い

る
公
務
員
各
位
に
対
し
、
心

か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
」
と

述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
大

幅
な
期
末
手
当
削
減
を
勧
告

し
た
。
敬
意
は
全
く
感
じ
ら

れ
な
い
。

　

一
時
金
の
引
き
下
げ
時
は

期
末
手
当
に
回
し
、
引
き
上

げ
時
は
勤
勉
手
当
に
回
す
な

ど
、
一
時
金
の
生
活
給
と
し

て
の
性
格
を
ゆ
が
め
る
も
の

で
許
し
が
た
い
。

　

昨
年
は
、
多
く
の
自
治
体

で
会
計
年
度
任
用
職
員
の
期

末
手
当
が
削
減
さ
れ
た
。
今

年
の
秋
季
年
末
闘
争
で
も
同

様
の
事
態
が
起
き
か
ね
な

い
。
国
で
は
非
常
勤
職
員
に

も
同
率
の
期
末
・
勤
勉
手
当

が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
会
計
年
度
任
用
職
員
も

国
と
同
様
と
す
べ
き
で
あ

る
。
再
任
用
職
員
の
一
時
金

も
同
様
で
あ
る
。

　

定
年
年
齢
の
引
き
上
げ
に

関
し
て
「
60
歳
前
後
の
給
与

ま
ま
放
置
し
て
い
る
。

　

今
年
の
中
央
最
低
賃
金
審

議
会
の
目
安
は
全
国
一
律
28

円
引
き
上
げ
、
全
国
平
均
９

３
０
円
と
な
っ
た
。
こ
の
結

果
、
最
低
賃
金
を
さ
ら
に
下

回
る
こ
と
と
な
っ
た
。
公
務

員
の
給
与
水
準
決
定
の
仕
組

み
そ
の
も
の
が
破
綻
し
て
い

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

地
域
手
当
に
よ
る
地
域
間

格
差
に
つ
い
て
は
、
労
働
組

合
だ
け
で
な
く
、
地
方
団
体

や
自
治
体
首
長
か
ら
も
人
材

確
保
や
地
域
経
済
に
深
刻
な

影
響
を
与
え
て
い
る
と
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
人
事
院
が
一

切
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
は

問
題
で
あ
る
。

極
め
て
不
当
な
２
年
連
続
の

期
末
手
当
削
減

　

一
時
金
の
年
間
支
給
月
数

が
民
間
企
業
を
０
・
13
月
上

回
る
と
し
て
、
４
・
45
月
の

う
ち
０
・
15
月
を
期
末
手
当

か
ら
削
減
す
る
と
し
て
い

る
。
実
施
さ
れ
れ
ば
平
均
で

年
額
６
万
２
０
０
０
円
の
賃

下
げ
と
な
る
。
再
任
用
職
員

は
２
・
35
月
の
う
ち
０
・
１

賃
上
げ
ど
こ
ろ
か
最
低
賃
金

以
下
の
初
任
給
を
放
置

　

月
例
給
に
つ
い
て
は
民
間

給
与
を
19
円
（
０
・
00
％
）

上
回
っ
て
お
り
、
較
差
が
極

め
て
小
さ
い
と
し
て
改
定
を

見
送
っ
た
。

　

調
査
結
果
で
は
民
間
企
業

の
高
卒
初
任
給
は
１
６
８
，

９
４
３
円
と
な
っ
て
い
る

が
、
国
家
公
務
員
高
卒
初
任

給
は
１
５
０
，
６
０
０
円
の

公
務
労
働
者
に
応
え
、
長
時

間
・
過
密
労
働
解
消
に
必
要

な
人
員
確
保
、
会
計
年
度
任

用
職
員
等
の
有
給
の
病
気
休

暇
、
雇
用
の
安
定
や
処
遇
改

善
を
求
め
る
。

　

国
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し

を
守
る
人
員
増
と
体
制
強
化

を
直
ち
に
行
う
よ
う
強
く
要

求
す
る
。

政
治
を
変
え
、
国
民
一
人

ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
る

社
会
を
実
現
し
よ
う

　

新
自
由
主
義
に
よ
る
民
間

委
託
化
、
公
務
員
削
減
、
公

務
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
縮
小

が
、
国
民
の
い
の
ち
と
く
ら

し
を
危
機
に
さ
ら
し
て
い

る
。
政
治
を
転
換
し
、
格
差

と
貧
困
を
解
消
し
、
公
務
公

共
の
拡
充
で
住
民
の
い
の
ち

と
く
ら
し
を
守
り
き
り
、
国

民
一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ

れ
る
社
会
を
実
現
す
る
た

め
、
全
力
で
た
た
か
お
う
。

人事院前で人員増と賃金引き上げを訴える公務の仲間（７・８中央行動）

す
べ
て
の
職
員
に
賃
上
げ・処
遇
改
善
を

月例給改定なし 官民較差△19円
期末手当0.15月引き下げ 年額平均６万2000円削減

住
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
た
め

い
ま
す
ぐ
公
務
公
共
の
拡
充
を
！
　
　

2021年人事院勧告
に対する声明

２
０
２
１
年
８
月
10
日

日
本
自
治
体
労
働
組
合
総
連
合　

中
央
執
行
委
員
会

不妊治療休暇の新設、非常勤職員の休暇制度一部改善、育休改正の意見の申出

２年連続の一時金引き下げ勧告に抗議する


